
A. アート紙　B. Rマーク　C. アンチック体　D. アンパサンド　E. 色立体　F. エキスパンド　
G. 御家流　H. 掛け合わせ　I. 加法混色　J. 勘亭流　K. 菊　L. 教科書体　M. 原寸　
N. コート紙　O. コピーライト　P. コンデンス書体　Q. Gマーク　R. 指事文字　S. 象形文字　
T. 四六　U. ピクトグラム　V. 髭文字　W. 丸数字　X. 文字コード　Y. UDフォント　
Z. ロードサイン

⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

得点 30

次のA～Jの各書体名を、下の1～10から選び、
その番号を右の解答欄に記入してください。

第54回 レタリング技能検定試験

1. 肉太で毛筆の味わいがある□は、ゴシック体と組み合わせて漫画のセリフに
　 用いられることが多い。

2. □は、江戸時代に公式文字として用いられていた実用書体である。

3. カラー印刷で、2色以上のインキを刷り重ねて色を表現することを□という。

4. □判と呼ばれる一般的な紙のサイズは788mm×1091mmである。

5. 塗工紙のうち、塗工量が少ないのは□である。

6. 著作権の権利や表記を□という。

7. 鉄道や道路に沿って立てられる宣伝広告用の掲示板などを□という。

8. 物の姿を字形で表した「月」や「木」は□の一つである。

9. 書体のファミリーの一つで、字幅の広い平体のものを□という。

10. 使用言語が違っても、見ただけで意味がわかるようにデザインされた記号を□という。

□3  専門用語の理解
次の1～10の□にあてはまる最も適切な語句を下のA～Zから選び、
その記号を右の解答欄に記入してください。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

□1 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

□3 

解答欄

6. 日記の習慣

7. 書店の常連
8. 着物の作法
9. 湖畔の静寂

10. 価格の競争
（湖畔の静寂）

● 解答欄および受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

1. 戦争の孤児

2. 時計の秒針

3. 探偵の推理
4. 哲学の世界

5. 月見の菓子

A
B
C
D
E
F
G
H
I
J

□2 

6. フーツラ
7. クーパーブラック
8. ガラモン
9. ボドニー 
10. ブロードウェイ

1. フルティガー
2. フリッツクアドラ
3. オプティマ
4. ブラッシュスクリプト
5. プリズマ 

A.

B.

C.

D.

E.

F.

G.

H.

I.

J.

Ｅ

Ｉ

Ａ

Ｆ

Ｇ

Ｂ

Ｄ

Ｊ

Ｈ

Ｃ

Ｃ

Ｇ

Ｈ

Ｔ

Ｎ

Ｏ

Ｚ

Ｓ

Ｆ

Ｕ

アンチック体

御家流

掛け合わせ

四六

コート紙

コピーライト

ロードサイン

象形文字

エキスパンド

ピクトグラム

C.

G.

H.

T.

N.

O.

Z.

S.

F.

U.

Ｅ. 新聞明朝体

Ｉ. 宋朝体

Ａ. ゴシック体

F. 隷書体

G. 行書体

B. 楷書体 

Ｄ. 丸ゴシック体

Ｊ. 勘亭流

H. 草書体

Ｃ. 明朝体

9
1
8
3
5
10
4
2
6
7

9. ボドニー

1. フルティガー

8. ガラモン

3. オプティマ

5. プリズマ 

10. ブロードウェイ

4. ブラッシュスクリプト

2. フリッツクアドラ

6. フーツラ

7. クーパーブラック



□4  和文指定書体表現
すでに書いてある「知」とスタイルを合わせて「知恵と技」を完成してください。

● 書く文字は「恵と技」の3文字。 

● 書体・大きさ・ウエイト・エレメントなどは、「知」に合わせること。

● 「知恵と技」の左右寸法は、236mm程度に収めること。

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

● 仕上げは鉛筆・ボールペン以外の用筆・用材で黒色とする。

● 塗り残しのないように仕上げること。 

● 用具の使用は自由。 

● 修整は自由。

● 鉛筆の下書きは、必ず消しておくこと。

⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

第54回 レタリング技能検定試験

Y T K S W

↑ ↑ ↑

漢字の字面仮想ボディ
かなの字面

下書きの線は仕上げ後に消すこと。



⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

□ 誤字・脱字

□ 形・大きさ

□ バランス   重心、 ふところの広さ

□ エレメント   

□ ウエイト   太さの統一、 濃度の調整

□ スペーシング   文字間の調整 

□ ラインシステム ラインシステムの理解

□ 仕上げ   仕上げの美しさ

□ 総合   将来性

プロポーション（天地左右比）
エックスハイト、オーバーシュート

この書体固有の
エレメントの理解、 統一

チェック項目（採点者用）

□5  欧文指定書体表現
すでに書いてある「Ac」（ヘルベチカBold）とスタイルを合わせて「Active」を完成してください。

● 書く文字は「tive」の4文字。

● 書体・大きさ・ウエイト・エレメントなどは、「Ac」に合わせること。

● 「Active」の左右寸法は、204mm程度に収めること。

● 仕上げは鉛筆・ボールペン以外の用筆・用材で黒色とする。

● 塗り残しのないように仕上げること。 

● 用具の使用は自由。 

● 修整は自由。

● 鉛筆の下書きは、必ず消しておくこと。

第54回 レタリング技能検定試験

Y T K S W

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

まずラインシステムを設定してから書き始めます。スペーシングに注意しましょう。

C.L

M.L

B.L

下書きの線は仕上げ後に消すこと。

↑↑

↑ ↑↑

オーバーシュートに注意！↑



第54回 レタリング技能検定試験　

□6  書体造形および構成
 すでに書いてある「レトロ」とスタイルを合わせて「レトロモダン」を完成してください。

● 書く文字は「モダン」の3文字。

● 書体・大きさ・ウエイト・エレメントなどは、「レトロ」に合わせること。

● 「レトロモダン」の左右寸法は、229mm程度に収めること。

評価

氏　　名

学校･団体名（個人受検者は記入不要）

□ 誤字・脱字

□ 骨格バランス 

□ 大きさ 

□ エレメント 

□ ウエイト 

□ スペーシング 文字間の調整

□ 仕上げ 仕上げの美しさ

□ 総　合 将来性

太さの統一

骨格、バランス、重心、
ふところの広さの観察、理解 

文字の天地左右比
固有の形を持つ文字

エレメントデザインの
理解、統一

● ここから下は何も記入しないこと。

※ 記入は略称でよい。

チェック項目（採点者用）

⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

● 仕上げは鉛筆・ボールペン以外の用筆・用材で黒色とする。

● 塗り残しのないように仕上げること。 

● 用具の使用は自由。 

● 修整は自由。

● 鉛筆の下書きは、必ず消しておくこと。

Y T K S W

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

下書きの線は仕上げ後に消すこと。



⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

得点 30

b. 次の欧文で、Ⓕ～Ⓙの名称（エレメントおよびラインシステム）を
下の1～12から選び、その番号を右の解答欄に記入してください。

1. 約物の一つで、I’mの「 ’ 」を□という。 
　 （A.クォーテーションマーク　B.アポストロフィ　C.ピリオド）

2. 色彩の濃淡が段階的に変化していく表現を□という。
　 （A.グラデーション　B.オイルストーン　C.シンメトリー）
3. □印刷は、凹版形式の代表的な印刷方法である。 （A.活版　B.オフセット　C.グラビア）
4. イタリック体やオブリーク体は□である。 （A.正体　B.斜体　C.平体）
5. 並列や省略を意味する「 / 」の記号を□という。 （A.ブレス　B.コンマ　C.スラッシュ）
6. 着色に用いる□は水に溶ける性質をもつ。 （A.顔料　B.染料　C.ワックス）
7. パソコンソフトで用いられる文字の大きさの単位を□という。 （A.ポイント　B.リーダー　C.ルビ）
8. 和文書体で、文字の内側の空間のことを□という。 （A.文字幅　B.ふところ　C.仮想ボディ）
9. 字並びをそろえる文字位置調整のために文字の□を行った。 （A.墨入れ　B.ベタ組み　C.よりひき）
10. 「ちきゅう」という単語には□が含まれている。 （A.濁音　B.拗音　C.促音）

□3  デザイン用語、用具、用法の理解および基本的な書体に関する知識
次の1～10の□にあてはまる最も適切な語句を（　）の中から選び、
その記号を右の解答欄に記入してください。

□2  エレメント、部首、枠、ラインシステムの理解
次のA～Jの中に、誤字または誤用が一つずつあります。
その番号を右の解答欄に記入してください。

第54回 レタリング技能検定試験

a. 次の明朝体で、Ⓐ～Ⓔの名称（黒塗り部分のエレメント・部首・
枠など）を下の1～12から選び、その番号を右の解答欄に記入
してください。

● 解答欄および受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

□3 

A

B

C

D

E

a

b

□2 

□2 F

G

H

I

J

Ⓑ

Ⓒ Ⓓ Ⓔ

Ⓐ

Ⓙ
Ⓗ

Ⓘ
1. キャップハイト　2. ベースライン　3. エックスハイト　4. テール　5. ステム   
6. キャップライン　7. セリフ　8. カウンター　9. バー　10. オーバーシュート　
11. ディセンダーライン　12. ミーンライン 

Ⓕ

Ⓖ 

A.

B.

C.

D.

E.

F.

G.

H.

I.

J.

A
B
C
D
E
F
G
H
I
J

□1 

1. かどうろこ   2. 左はらい   3. うろこ   4. まげはね   5. 横せんはらい   6. また 
7. 右はらい   8. くさかんむり   9. つきだし   10. かねへん   11. はねあげ   12. ささえ  

解答欄

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

3
8
11
2
4

6
3
11
5
8

（正） （正）

2
4
2
5
2
1
1
2
1
5



● 仕上げは鉛筆・ボールペン以外の黒の筆記具を使用。 

● フリーハンドが基本だが定規の使用は自由。

● 修整は自由。

● 鉛筆の下書きは、必ず消しておくこと。

⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

第54回 レタリング技能検定試験　

□ 誤字・脱字 

□ バランス 重心、 ふところの広さ

□ 大きさ

□ スペーシング    文字間の調整　　

□ 仕上げ 仕上げの美しさ

□ 総　合 将来性

漢字、かな、促音の大きさの
バランス、 ボディ枠、 字面枠の理解

チェック項目（採点者用）

キャップライン

ミーンライン

ベースライン

ディセンダーライン

b. 下に示した言葉を、見本例のように基本書体（ゴシック体（正体））の骨格で書いてください。
文字割り線（消さずに残す！）

仮想ボディ 漢字の字面 かなの字面

Y T K S W

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

● 仕上げは鉛筆・ボールペン以外の黒の筆記具を使用。 
● フリーハンドが基本だが定規の使用は自由。
● 修整は自由。

※〈注意〉ｂの問題に限り、鉛筆の下書きと文字割り線は、
・・・・・・・・・・・
消さずに残しておくこと。

a. 下に示した文字を、見本例のように基本書体（ゴシック体）
　 の骨格で書いてください。

応答 秋の空絶 鈴 Cry

テンポよく水彩画の筆 文字割りをしないで書かれた答案が多く見られます。
必ず文字割りをしてから書いてください。



⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

第54回 レタリング技能検定試験　

● 書く文字は「哲学」の2文字。

● 書体・大きさ・ウエイト・エレメントなどは、「の道」に合わせること。

● 枠は仮想ボディと字面で、ベタ組みです。　

すでに書いてある「の道」（明朝体）とスタイルを合わせて「哲学の道」を完成してください。

□ 将来性

□ 大きさ 大きさ、 枠に対する付き、 空き 

Y T K S W

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

↑

かなの字面

↑

漢字の字面
↑
仮想ボディ

下書きの線は仕上げ後に消すこと。



□ 誤字・脱字

□ ラインシステム 基本ラインの理解

□ バランス 重心、 ふところの広さ

□ 大きさ 

□ ウエイト 

□ スペーシング 各文字間のスペーシング

□ 仕上げ 仕上げの美しさ

□ 総　合 将来性

太さの統一、 たて線、 
横線の太さ

チェック項目（採点者用）

⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

ラインに対して付く、 出す
オーバーシュート

右の手本「Toy」の「T」「y」を、 下のライン上に拡大視写してください。

● 仕上げは鉛筆・ボールペン以外の用筆・用材で黒色とする。 

● 塗り残しのないように仕上げること。

● 用具の使用は自由。

● 修整は自由。

● 鉛筆の下書きは、必ず消しておくこと。

★ 次のヒントを参考にしてください。

① はじめは、ライン上におおまかに鉛筆デッサンしてみましょう。

② 直線、水平線、垂直線、平行線は必ず三角定規を使いましょう。

③ 手本の2倍の拡大視写なのでデバイダ（コンパスでも代用できます）で

2倍寸にして、位置、幅、太さを確認すれば、こまかいマス目の分割は

不要です。

第54回 レタリング技能検定試験　

Y T K S W

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

手本　書体名：ヘルベチカ Bold

C.L

M.L

B.L

D.L

yのセット
yの字面

oのセット
oの字面

Tのセット
Tの字面

オーバーシュート

Toのカーニング

下書きの線は仕上げ後に消すこと。M.Lを割り出してから文字割りスペーシングをします。

オーバーシュート

オーバーシュート

Toのカーニング



⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

得点 30

1. □は、一般の社会生活で使用される漢字の目安として定められた。 （A.常用漢字　B.教育漢字）

2. 字体を具体的な文字の形にしたものを□という。（A.骨格　B.字形）

3. 型紙の上からローラーで絵の具を塗り、文字や図を刷る技法を□という。 （A.ステンシル　B.雲形定規）

4. 文字と文字の間隔を調整することを□という。 （A.スペーシング　B.シンメトリー）

5. 欧文書体で文字の端についている装飾的な線を□という。 （A.キャップハイト　B.セリフ）

6. 「ず」や「ば」には□がついている。 （A.濁点　B.半濁点）

7. 字高を変えることなく字幅を狭くした文字を□という。 （A.書体　B.長体）

8. 本のページ番号を表す数字を□という。 （A.タイプフェイス　B.ノンブル）

9. 文字の外側を囲む線のことを□という。 （A.アウトライン　B.エレメント）

10. 白と黒を混合して作られる色を□という。 （A.無彩色　B.加法混色）

□3  基礎知識および用具、用材、用法の理解
次の1～10の□にあてはまる最も適切な語句を（　）の中から選び、 その記号を右の解答欄に記入してください。

次のA～Jの中に、誤字または誤用が一つずつあります。
その番号を右の解答欄に記入してください。

第54回 レタリング技能検定試験

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

□2 

□3 

1. 最高の運
2. 美の本質
3. 技の継承

4. 魔法の鏡

5. 鳥の言葉

6. 頭痛の薬
7. 庭の草花
8. 店の看板

9. 蝶の楽園
10. 貴族の館

● 解答欄および受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

A.

B.

C.

D.

E.

F.

G.

H.

I.

J.

A
B
C
D
E
F
G
H
I
J

解答欄

□1 

Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ

◯
◯
╳
╳
╳
◯
◯
╳
◯
╳

太ゴシック

太明朝

勘亭流

楷書

デザイン書体（ニューシネマ）

丸ゴシック

細ゴシック

隷書

細明朝

宋朝

4
1
4
4
2
2
3
2
2
3

（正） （正）



下に示したA、B、Cの言葉を、 それぞれの枠（わく）の中に、フリーハンドで、見本例のように基本書体（ゴシック体）の骨格で、 拡大視写してください。

第54回 レタリング技能検定試験　

氏　　名

学校･団体名（個人受検者は記入不要）

□ 誤字・脱字 

□ バランス 重心、 ふところの広さ

□ 大きさ

□ 仕上げ 仕上げの美しさ

□ 総　合 将来性

評価

漢字、かな、促音の大きさの
バランス、 ボディ枠、 字面枠の理解

● ここから下は何も記入しないこと。

※ 記入は略称でよい。

チェック項目（採点者用）

⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

Y T K S W

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

A

B

C

目覚し時計

快眠リズムは読書と音楽で

B級グルメ大会で初優勝

いつも書いている楷書や教科書体と基本書体では
骨格が変化することに注意。
短い「てん」や「はらい」が直線にならないよう
また曲がりすぎないように注意。
下書きの線は仕上げ後に消すこと。



□ 将来性

□ 大きさ 大きさ、 枠に対する付き、 空き 

第54回 レタリング技能検定試験

右の手本「野の花」の「野」「花」を、下の枠（わく）の中に拡大視写してください。

● 書く文字は「野」（明朝体）、「花」（ゴシック体）の2文字。 

● 仕上げは鉛筆・ボールペン以外の用筆・用材で黒色とする。

● 塗り残しのないように仕上げること。 

● 用具の使用は自由。 

● 修整は自由。

● 鉛筆の下書きは、必ず消しておくこと。

⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

Y T K S W

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

仮想ボディ　　　漢字の字面基準枠 仮想ボディ　　　かなの字面基準枠
→ → →

→

書体：「野」明朝体、「の」丸ゴシック体、「花」ゴシック体

手本

下書きの線は仕上げ後に消すこと。



第54回 レタリング技能検定試験　

下の手本「SEA」の「E」を、 下のライン上に拡大視写してください。 ★ 次のヒントを参考にしてください。

① はじめは、ライン上におおまかに鉛筆デッサンしてみましょう。

② 直線、水平線、垂直線、平行線は必ず三角定規を使いましょう。

③ 手本の2倍の拡大視写なのでデバイダ（コンパスでも代用できます）で

2倍寸にして、位置、幅、太さを確認すれば、こまかいマス目の分割は

不要です。

④ スペーシングに注意してください。

⑤ 斜め線がある場合、横線たて線とは太さに差があります。

□ 誤字・脱字

□ ラインシステム 基本ラインの理解

□ バランス 重心、 ふところの広さ

□ 大きさ ラインに対しての付き、 空き

□ ウエイト たて線、 横線、 斜め線の太さ

□ スペーシング 各文字間のスペーシング

□ 仕上げ 仕上げの美しさ

□ 総　合 将来性

評価

氏　　名

学校･団体名（個人受検者は記入不要）

● ここから下は何も記入しないこと。

※ 記入は略称でよい。

チェック項目（採点者用）

⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

Y T K S W

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

手本　書体名：ヘルベチカ Bold

ディセンダーライン

ベースライン

ミーンライン
（小文字の上端の基準線）

キャップライン

Sの字面
Sのセット幅

Aの字面
Aのセット幅

Eの字面
Eのセット幅

オーバーシュート↑

オーバーシュート↓

下書きの線は仕上げ後に消すこと。


